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2022 年 7 月 12 日 
報道関係者各位 

慶應義塾 
 

 「気候変動×ものづくり：わたし、あなた、それぞれの描く明日」 
SDGs ワークショップ（7/21〜28）＆展示会（7/29〜30）を開催 
－慶應義塾中等部、慶應義塾ミュージアム・コモンズ、KGRI による共催－ 

 
SDGs 達成に向けて幅広い取り組みを実践している慶應義塾中等部と、文化財を基点に様々な 

コミュニティが交流する場づくりを推進している慶應義塾ミュージアム・コモンズ（KeMCo）、

さらには、分野や世代を超えてイノベーションの萌芽を育む基盤の役割を果たす慶應義塾大学 
グローバルリサーチインスティテュート（KGRI）が共催。SDGs の 13 番目のゴール「気候変動

に具体的な対策を」を主題に、在校生を対象にしたワークショップと、一般公開の成果展示会を

行います。 
 

1．基 本 情 報  

■ワークショップ会期：2022 年 7 月 21 日（木）～ 7 月 28 日（木） 
*日曜日を除く。なお、ワークショップは一般には公開されません（後日、YouTube で一部公開予定）。 
 

■展示会会期：2022 年 7 月 29 日（金）13:00～18:00／7 月 30 日（土）10:00～15:00 
 
会   場：慶應義塾ミュージアム・コモンズ（三田キャンパス東別館） 
入   場：予約不要・無料 
ウェブサイト：https://bit.ly/3Ap7Yvq 
※新型コロナウイルス感染拡大の状況に応じて会期等が変更になることがあります。 

 
2．概 要  

KeMCo は、慶應義塾の一貫教育校（中学・高校）と大学という縦のつながりを生かして、慶應義塾

中等部の生徒を主対象としたワークショップを毎展覧会ごとに実施しています。2021 年度に実施され

たグランド・オープン記念企画「交景：クロス・スケープ」以来、中等部 書道部の部員や選択授業

「書道×芸術」の受講生ら（OBOG 含む）が参加しており、KeMCo からは大学生・大学院生で構成さ

れる学生スタッフ（愛称：KeMCoM）がファシリテーターとして活躍しています。 

今回は、実施主体に KGRI のプロジェクトの１つである「トップダウン型プロジェクト：「異」から

の創発：慶應版メディチ・エフェクトをめざして」も加わり、SDGs（エスディージーズ：持続可能な

開発目標）で設定されている 17 のゴールのなかでも対策が急務となっている 13 番目のゴール「気候

変動に具体的な対策を」を主題に、ワークショップと成果展示会を実施します。義塾の教育環境にい

る生徒・学生・教員・スタッフがテーマと場所、時間を共有し、ものづくりを通して、私たち一人ひ

とりに何ができるのか共に考え・発信します。 
 ・KGRI「トップダウン型プロジェクト：「異」からの創発：慶應版メディチ・エフェクトを 
               めざして」https://www.kgri.keio.ac.jp/project/2022/C22-07.html 

https://bit.ly/3Ap7Yvq
https://www.kgri.keio.ac.jp/project/2022/C22-07.html
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3．ワークショップ・展示会の内容（予定）  

ワークショップは、ファブリケーション（ものづくり）を基軸としつつも、イントロダクション

（中等部教諭や KeMCo 教員によるレクチャー）やリフレクション（参加者間での対話や振り返り）

の場を設けることで、参加者一人ひとりが SDGs／気候変動を自分ごととして捉えることができ、ま

た、分野や世代を超えて、お互いに学び合える環境を創出します。 

 

過去に KeMCo で実施されたワークショップの様子 

 

展示会では、会場を海・森に見立て、ワークショップで制作した作品（校内で排出されたゴミなど

を活用）を展示します。母なる海は循環しながらすべてを受け入れ、生命を育んでいます。しかし人

間が廃棄したゴミは海にとどまり続けます。今この瞬間にもゴミが流れ込んでいます。海の現状をも

のづくりで表現し、気候変動の要因を問いかけ、未来への警鐘を鳴らします。豊かな森には Mother 
Tree（森を支え、周りの木々を育む、神秘的な力をもつ存在）があります。Mother Tree を中心に森

の木々は根っこでつながっています。成長する森をものづくりで表現し、危機的な気候変動からの回

復を呼びかけ、未来を変える行動を発信します。 

また、会場内には、来場者の方々が作品を見て感じたこと、SDGs／気候変動に関する気付きなどを

コメントとして残せる一画も設け、来場者とともに地球の明日・未来について思考をめぐらせます。 

 

SDGs の 13 番目のゴール「気候変動に具体的な対策を」 

 

 

  



 

3/3 

4．会場案内  

会    場：慶應義塾ミュージアム・コモンズ （KeMCo） 
住    所：〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45 慶應義塾大学三田キャンパス東別館 
交通アクセス：田 町 駅（JR 山手線／JR 京浜東北線）徒歩 8 分 

三 田 駅（都営地下鉄浅草線／都営地下鉄三田線）徒歩 7 分 
赤羽橋駅（都営地下鉄大江戸線）徒歩 8 分 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．主催・運営  

慶應義塾ミュージアム・コモンズ（KeMCo） 
慶應義塾中等部 
慶應義塾大学グローバルリサーチインスティテュート（KGRI） 
 
 
 
 

 
 
※ご取材の際には、事前に下記までご一報くださいますようお願い申し上げます。 
※本リリースは文部科学記者会、科学記者会、各社社会部・教育部、文化部等に送信させていただいて 

おります。 
本発表資料のお問い合わせ先 
慶應義塾広報室（豊田） 
TEL：03-5427-1541  FAX：03-5441-7640 
Email：m-pr@adst.keio.ac.jp     https://www.keio.ac.jp/ 
 

ミュージアム・コモンズ 
(三田キャンパス東別館)外観      

https://www.keio.ac.jp/

